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　近年、日本各地で野生鳥獣による被害が大き
な社会問題になっており、上毛町でも農作物を
荒らされるなどの問題が発生しています。
　これは、過疎化や少子高齢化に伴う農家など
の担い手不足により、エサ場や隠れ場所となる
耕作放棄地や未管理地などが増えたことで、人
との物理的な距離が近くなったことが原因と考
えられます。

　上毛町の基幹産業である農業を守るために日々試行錯誤しながら対策に取り組む人たちがいます。
　その対策をより効果的にするには、一人ひとりが自分たちの問題として認識し、個人でもできること
に自ら取り組むことが重要ではないかと思います。

　福岡県農業共済組合によると、被害のあった町
の農地の面積は令和５年は5.97ha、令和６年は
3.83ha、令和７年は2.20haで、主に水稲が被害
にあっています。
　その代表格はシカやイノシシですが、近年ではアライグ
マやアナグマなどの中型哺乳類による被害も多発してお
り、山間部だけでなく町全域で被害が確認されています。

出典　福岡県農林水産部経営技術支援課 「鳥獣被害対策実践マニュアル」

有害鳥獣対策

　家や田畑の周りの茂みは、野生鳥獣にとっ
て格好の隠れ場所です。草刈りなど適切な土
地の管理を行い、隠れにくくすることで野生
鳥獣が近づきにくい環境を作ることが大切
です。
　野菜くずや放任果樹、生ごみなど、あらゆ
るものが野生鳥獣を引き寄せるエサとなり
ます。放置しないよう適正に管理して野生鳥
獣のエサ場にならないようにすることが大
切です。

有害鳥獣対策の取り組み
鳥獣対策は「寄せ付けない」「侵入を防止」「個体数を減らす」の３つが基本です！
寄せ付けない

　野生鳥獣による被害を防ぐには、捕獲による個体数の減少
が不可欠です。町では、現在22名の有害鳥獣捕獲員による有
害鳥獣捕獲を実施しています。シカやイノシシだけでなく、
アライグマやアナグマ、農家が設置した侵入防止柵に絡んだ
シカなどの対応も行っています。
　また、有害鳥獣捕獲員のうち10名で構成される銃器部隊に
ついては、週末の早朝に銃器を使用したシカ、イノシシ、カラ
スなどの捕獲を実施しています。
　しかし、高齢化に伴い捕獲員数も減少傾向にあることか
ら、後継者の育成が急務となっています。町では、有害鳥獣の
捕獲に必要な狩猟免許の新規取得にかかる経費の補助を行
うことで、後継者対策に取り組んでいます。

個体数を減らす

有害鳥獣捕獲員による捕獲状況
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　農地への侵入を防ぐにはワイヤーメッシュ柵や電気
柵などの侵入防止柵の設置が重要です。また、併せてト
タン板などで囲い、農作物を見えなくするなどの複数の
対策を組み合わせると効果がより高くなります。なお、
設置後は定期的なメンテナンスで効果を持続させるこ
とが大切です。
　町では、侵入防止柵の
資材購入に要する経費
の一部を助成していま
す。また、これとは別に
「集落ぐるみ」での広域
的かつ効果的な侵入防
止柵設置の補助事業を
行っています。

侵入を防止

鳥獣被害を考える

被 害 の 状 況

問 産業振興課　農政係  ☎ 72-3151（内線189）

「集落ぐるみ」での侵入防止柵
（ワイヤーメッシュ柵）

万が一、イノシシなどの野生鳥獣を発見した際は、
むやみに近づいたり、攻撃したりせず、すぐに建物
内に避難してください。

１．現に同居し、または同居しようとする親族がある
　  こと。
２．収入月額が158,000円以下であること。
　 ※高齢者、障がい者世帯、中学生以下の子どもがい
　　 る世帯の場合は、収入月額214,000円以下
　 ※収入月額＝（世帯全員の年間総所得－扶養家族の      
　     諸控除等）÷12ヶ月
３．現に住宅に困窮していることが明らかな者である
　  こと。
４．国税、地方税などを滞納していない者であること。
５．暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律
　  第２条第６号に規定する暴力団員でないこと。
　 （同居または同居しようとする親族も含む。）

申問

団地名・場所
募 集 戸 数

家 　　 賃

入居予定日

所定の算出方式による

新池団地（上毛町垂水1764） 1戸
緒方団地（上毛町緒方387-1） 1戸

選考または抽選■入居者の決定方法
■申込受付期間

■入居者資格
　（上毛町営住宅条例第５条及び第６条、同条例施行規則
　 第２条による）

　入居を希望される方は期限内に住民課にお申し込
みください。

住民課　住民福祉係  ☎ 72-3116（内線147）

11月１日（日）

10月15日（木）まで
8:30～17:15（土、日、祝日を除く）

問 小倉南年金事務所  ☎ 093-471-8873

　日本年金機構の全国の年金事務所では、窓口での年金相談や年金請求手
続きなどの際に、待ち時間が短い予約相談を実施しています。
　簡単に電話で予約できますので、相談を希望する方はぜひ利用してくだ
さい。

■申し込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳や年金証書など）を用意
　してください。
■月曜日など休日明けは、電話が混雑し、つながりにくいことが予想されます。

※祝祭日、年末年始（12月29
　日～1月3日）は除きます。
※予約相談希望日の前日ま
　で受け付けています。

全国共通予約受付専用電話 0570-05-4890

小倉南年金事務所 093-471-8873

（最寄りの年金事務所でも相談できます）

予約申込先

受付時間

予約相談の
内容

①年金請求手続きおよび事前相談
②年金額や年金記録の確認
③受給している年金についての相談など

平日 8：30～17：15
まで

（ナビダイヤル）

電話で
ご予約
ください

町営住宅入居者募集

年金相談や手続きは予約相談が便利です

献血は身近にできるボランティアです

問 子ども未来課　町民健康係
 ☎ 72-3127（内線222）

　令和８年１月５日から、全国の献血会場において、
献血の受付方法が「ラブラッドアプリ」による受
付に統一されています。

　なお、ラブラッド会員でない方についても、当日の受
付時に、過去の献血履歴の照会および本人確認を行う
ことで、これまでどおり献血にご協力いただくことが
可能です。
※詳しくは、日本赤十字社公式ホーム
　ページをご確認ください。
　https://www.jrc.or.jp/

献血カードや献血手帳の新規発行・更新は、
令和８年１月４日で終了しました。

ラブラッドアプリでは、献血の予約や事
前問診の入力を行うことができます。
献血を希望される方は、事前にアプリを
ダウンロードのうえ、会員登録をお願い
します。

月　日 場　所 時　間

11月４日（水） 上毛町役場 10:00～12:00
13:00～15:30

献血にご協力をお願い
します！


